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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
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　　（注）カッコ内は兼職。

　（出所）筆者作成。

表1　中国共産党中央政治局常務委員のメンバー

　　　　　　　　　　　　　　　（2001年12月末現在）

　（総書記，国家主席，中央軍事委員会主席）

　（全国人民代表大会常務委員会常務委員長）

　（国務院総理）

　（中国人民政治協商会議主席）

　（中央書記処書記，国家副主席，中央軍事委員会副主席）

　　　　　　　　　　　　中華全国総工会主席）

　（国務院副総理）
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
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第1章歴史と現実に翻弄される北京大学
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第1章歴史と現実に翻弄される北京大学

霊れ北　ろ大でに学　が』ス　学例
鳥活塞塞鷲罐舗齢薫

る勇教鶏

塞購
団ラ繍
とピ斎宮
いユ割外
っ1りに
た反当大
企●て学
業ソら自
をフれ体
経トるの
営のの博
し開は営
’発一戦
収や億略
書販元と
を売足も
得をら関
て行ず係
いうでし
る一あて
。方りい
ま正’る
た一、そ。

と科にな　知英が人九
か卒学らで識語あを八
ら業士なあを’り受年
’で号いる学国’け九
専もの。。ぶ際馬入月
科修欲そ中た関校れに
と士しの国め係をた’
学課いたで”卒〇二
士岳人めは卒経業
号にが’修業済し
取入’専扇面’た
得る二科号は秘虚
器．こ年卒を令書が
科と間業と職等二
へが勉後るのの～
ので強’た際コ三
動きし大め’1年
在る’学に即ス間
者よ学院は戦が’
はう士修’力あ専
今に号士学とる門
後なを両部し。技
減つ取程をて理術
つた得に卒人論を
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チ　　一の　かた　　元部体収定
ケ賃　カシそれめ　学がので入員
ツ三所スれる’四割一’は以ト　学　にテで。彼　寮　り三碧大外
’生学ムは多ら　の　当六年きの
日　ア　生に’くの　意　て九三く学
用　パ　をよ学の間　義　ら特○’生
品　1　集る生卒に　　れ別〇三か
の　ト　めもが業はり穫る基○割ら
安　の　てのな生四当部こ金工が値
売　出　住でぜは年て生と一元大収
り　現　ま’ここ間らはにをか学す
情　　わ学れのでれ’な受らにる
報掲益せ生ま点非る入りけ田上学
’示京たにでを常。学’る○納費
ア板大ほは学高にそと財こ○さも
ルに学う無生く強し王政と○れ大
バはにが料寮評いて時上に万’学
イ　’は大でに価友’にのな元七の
ト普一学住住し情四壁負りの割大
の段三側居んでが年じ担’赤はき
募は角にをでい生間学軽一字愚な
集門地と提ぎるまル部減年で響応
’演一つ供た。れiのが目あの入
英会とてしの
語の呼管たか
やおば理た。
日知れしめそ
本らるやでの
語せ回すあ理
の’旧いる由
専一がか。の
門画あらも一
学やるでうつ
校コ。あ一は
のンそるつ’
案サこ。の社
内1に　理会
とトあ　手答
いのる　は義
　　　　、

’ム学期にる収に
そメ生待人〇入な
ごイどさ台北とつ
でトうれ元京なて
生がして’大るい
面変六い二学。る
にわ人る年はそ。
わるで。目一れ特
たこ坐
るとむ
友はよ
人なう
関い部
係。屋
がそが
築の三

遷九でに
降九も大
六九大学
億年学院
元か財班
’ら政か
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学

及加つ予者トの有の出
し’あ定に削現商民現
て刷るで急減物露営の
　　oあ託を支な化もい生
く寮　　　るすは給どがう
　　　oるかは単進一だ維

　　テ近大様所制た　五九で因内
大　ムく学の属高め民〇九はで学

　　は学が値す改’　　　　　　　　　間元四丁あ生学

パ学の営アいに府て貸し徴し長し
1生と化パるよ機’アて当てく大
ト数なさ1　0る関学パいし毎無学
がのりれトコ住や生iるた年占側
普増つる業ス宅国富ト。　　　　　　　　　　　の五でが
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あ生
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るでやて人るか
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○北でな
兀尽はい
’ラ有の
九ジ料は
八オと　’
年学な明
四院つら
五はてか
○’おに
元馨り資
’費’落
差と北不
忙し歯黒
年て大が
六一学原

21



学が青達ト生か　済らてまか彼自
生新年がでがら臨空にられでら身
は聞雪叩は住の貸もはれた育はの
こを』わ’む通ア高一てたつ改変
の読をら日部達パま即きめて革化
両ま学な本屋’1り部た畠き・で
紙な生くのの例ト’屋。小た開あ
かくのなよルえの十のこ皇世放る
らな著るう1ぼ野分賃の更代政。
　　　。にム黒塗な貸よ一で策一しるで
か。回ま学長講は仕アうとあの恩
情学した生に情’送パないる実年
報部読学が伝報大り1新う　。施九
をにみ生自えや学がトし言まに年
嵩よす寮分’会当なをい葉たよに
なるるででル議局さ選出に’り甘
い学の嫉電1のにれぶ代代今’学
藷実黍藁葺客星都罷睾書手鑑
’の’ lもがな学る性生れ学に学
難麟斜籍粥カミ鷲灘
健滋星羅グ野覆交庭笙鐸
一は｝生経イラ難賃高部’も展た
思’トに済トスし賛ま屋両’しい
想経で提的全にくアつの親い’八
の済は供に員一しパて学にわ経一
統的そすまに湿てiく生’ゆ済年
ご島叢叢爲あ麓芒禦隻
を慮で聞リ伝班・覧ろ嫌で人豊れ

と多’r事ア部’だ親屋護下墨ま
にく学中なパの学ろの’にでのり
なの生国通1学部う経さ育生な’
　　　　　　　　o
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学

済響殿砕大孟甥饗大亀
ンそ優にた万2学でな相に学
高饗杢美全斐馨蠣難
じ党かは学○年と同てのり学
も支’共は○）こ棲い役’　　　　　　　　　　　　生
霧騒難三聖鰍濃難
鰭麟惣差差舅癸を鋒
　鵜浸蚕纏糠等量舗

　　　　o
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1達演オ企の一陣四
力膏血1業広乱取○　夕中
リ団かバ家範九るO　l国
昇萄ら志象交傘誉会窪嚢
ルε北ル招脈三の上　続研
二色京トきと月盛が講究
アg大が’資三篠入演セ大。学一　　　　中金十ぶる　　　　　　　　　会ン学唇だ中国調日り大
徳書籍腰腿勇奮ぢ攣り喜喜

韓奮姿藷簑嬰㌃艇重壁

　　ロ熱讃黒砂冨奮ぢ炭妄叢雲隼

漿震態箕馨鞍孟饗翼

聾撮鴬章興糊籍馨

越麟縄郵書蓑壕
　　　　　　　O　　　　　　O
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学

醤三都芒あ覆騨藩募寒
に十たるいだ人。
は一ち。経つ気
そ世にご済たを
れ臭素う発鋭気
その分し展がめ
れ中たたはあた
必国ちな誰げ理
ずのこかもら由
固あそでがれと
有るが’認るし
のべ二こめ。て
　　　　　　、

　　　　資量言違会政
いを治　集・通
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要いて研外だっ　　　拍国力反企
因しも究かかけ　根ミ　手独や映業
がか’セららた　強1　三曹日さモ
あ埋学ン講での　い　　　　　　　　　　采の騰れデるま生達書あは　ア八だ企のてル
からのi凝るな　メ1　つ業企いが
もなアのを。ぜ　リ威たモ織るあ
B猜謬饗蕪．露量歪
なたカだしにう　向と　 のうをし
い。志づた’か　　　　模な例て
が昼鳶たこ香。いるし　索モに’
’間はこと港第もとか　をデあア
オの今とがの一のいし　求ルげメ
1授なだあ企にでう’　めは畠リ
バ業お。げ業畠はテ中　たな中力
i時根私ら家世な1国　 。い国の
ホ間強がれや界かマ経　こ一の個
ルとい北るアのつの済　うと企人
ト重。京。導車たわ研　し述業主
のな日大第りの。り究　たべモ義
時つ本学三力車そにセ　煽’デや
もたのににの国れはン　動学ル日
同こ細初’学一に’タ　的生は本
じと川めア者とも各i　なたいの
条’恒てメ’いか講の　メちつ集
件講が長リ日うか演連　 ツにた団
で演講期力本学わの続　セ中い主
講が演滞留の生ら内講　 1国璽義
演甚し在学元のず魚介　ジのかが
は語たし帰官自多は会　をさ。そ
行だ事たり僚尊く必は　送ら現の
わっ’一のと心のず’　るな在国
れた会正教いを学し世　陸るのの
’こ場九員つく生も界　に嚢中企
大とは一がたすたレに　学済国業
盛な六年多よぐちべ目　生発にモ
況ど割というるがルを　た展アデ
だのぐ比経に内駆の向　ちとメル
つ諸らべ済海容け高け　は中りに
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学

北京大学を訪れたクリントン米大統領（当時）を一目見よう

と集まった大勢の学生たち（1998年6月29日）

つたしの大そのに人学程　がるた
てρ’出回し三焦代部度中低。こ
い江ど振鈴て志点ではの国いそと
る跨れ点授未堅を実’教学これは
と民も1の来にあ施こ室済とは’
言政話機謝一・よてがので研も’学
わ権題構慶中る’決議開究示残生
れの性改奎国一国定一かセし念の
て経が革にの中務し九れンてなア
い済高一よ政国院た九たタいがメ
る政くとる治機のば八が1るらリ
中隔’題一学構人か年’以Q’カ
国決塾す中の改事り三政外
科定くる国重革部の雲離の
学にの議政鎮の元政に学講
院影学演治で歴常離開・演
国憲生解体あ史務機か行瀬
情力をを掌る’副構れ政は
研を留主改北現部改た管百
究もめ催革回状長革全理人
　　　　　　、

日志
本向
にを
対隅
すつ
るけ
鞭て
心い
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学

で人　　はつ女で感　員夏一
’民　学　バてたき覚パ会休般　国
高大部　うはちてでレ副みの　三
校学　生　ン鼻の光積1書を人　節
のへ　の　ス高両栄極ド記一々　へ
先の　生　に々親だ的にがカも　の
生意活量なも一に参一月参意
に学　　けのぞと参加パ切加　識
北をはこるだう思惑しレりし
京希’こと。思つをたi上’大一
大望あでしそって希北ドげ北の工
学しる’てれてい望京を’京祝女
にて学私’にいたし大立八大賀九
行い部の大阪た。た学派月学行届
くたの友学し。し。のに初か事十
よ。二人当’ 窒ｩ蘭学成めらは月
うし年で局建ちしく生功かも長一
　　　　　　　’ののさら学安日豊か生あは子の
めしのる学学娘そ女ほせ練墨街’
経籍鯖聾重え三囲諾睾
’国だ大部消の前生ど一開生わ人
面統。学’極パ女がはと輔助れ民
京一彼の面的レた一女号し○た共
大仁は学員だ1ち若子令た○パ和
　　　　　　　　　　　。人レ国学験二生をつドだ国学を
をの局の去たにけ五生修練がiが
　　　　　。参が十だし習参ド建受方校生心
験績の活にし加思周つた開加だ国
しが時ぶ男かしつ年た。忙しつ五
’予のり子」ててを。　に掩た十
見組成を学　いい祝彼
事以績紹生女るるう行
合上が介を子一のパた
格に優し参学とでレち
し良秀よ加生。は1は
たかでうさば両なドイ
。つ’。 ｹか親いにべ
高た一三たりに。参ン
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学

へさ無は大つ改がも京選が部
のれ効’学て革謹厚はぶ多で学
留たと機の’にいい首ポくの生
学。す構学全よこ。都イ’就の
をこる改生体ると公だン懇懇問
希の一革用的人’務かト料希に
望他とに掲に員さ員らはが望は
す’いよ示人削ら希’基高が’
る大うり板気減に望北本い多広
学学農繁にはには者京的かい東
生院業規はなよ一もににら。省
もへ部募賜いる網嚢残給だ理広
多のか集先。募九なり料。由州
い進らを日覆集剥くただ学は市
。学の中’年減年ない。生’な
　’通止行五ののいとしが外ど
　ア達しつ月影政がいか就資の
　メがたた’響府’うし職脳中
　リ簸た灘北も機給学’先企国
　力示め接京あ構門生北を業南
　　　、

新学期に学内の掲示板に並ぶ優秀合格者のパネル
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1

六をなれのはいの　好ぼを布
人性いなで’る場豪き’先を　勝
部え窺い’先学合京な両生な　手
屋た生。先生生’大女親にく　気
でいがさ生がが藩学のが濁し　ま
歯学講らの誰た生笹子定ねた　ま
か生演に話一くは在が期たか　な
には者驚が人さ全中で的りら　学
勉聴のいっとん員’きにとと　部
強講話たましい出動た担遍い　生
でにもこらてる席はら任生つ
き来任とな’。す何しのにてか斜
ななかはく角先る率い先主’な賢
いけず’て単生。か。生体翻り大
しれ’放も語にし学どに性生低学
’ば英課’を対か部う電がにいの
角い単後章覚しし生か話な電よ学
慕い語な業え失’の別をい話う山
崩とをどにて礼授煙れか。をには
は思覚に出いな業業さけまか無学
賑うえ開なる話中やせてたけわ力
席のてかけ学でず煮て子彼てれこ
がだいれれ生あっ演く供ら対るそ
ながるるばをると会れのの処。諄
いそ。講な注が先をL近親方あ国
かう講演ら意’類題と況も法るで
らで演会なし学の講先を子を先も
だは会でいな生話し生尋供聞生最
となはもといはをたにねにいの高
いい任’いこ平年こ頼た対た話レ
う。意聴うと気かとみりしりでべ
。あの些事ででずが込’過’はル
講る出に情ああ’あむな保卒’だ
演学墨黒がるる英る親か意業例が
会生なてあ。。単。もにで論え’
やはのいる出驚語多いはあ文ば精
々’でるの窺いをくる一るの’神
業部英少かをた覚の。子。テ三年
は屋単なもとこえ授　供例1で齢
’は語くしるとて業　にえマ財は

32
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学

有の　　五口視二学で　　　分学
し部　学　○はさ校校の　精ア　勝生

耀三図塘喋藷ル紹
なはソで。い負一補すバモ習
いだ　コ　あ法るう時助　大イ　うの

灘董耀酷堅競・鵠
がい情学務は’○の　生になの
多パ　　部所’一〇ア　　　い全
いソト私生のぞカ～ル学凝血し席
。コ五のも場れ月ニバ生を学’提
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ら外二者。るサニ学資のの部ツ’
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王学イ暴見なれイ多事て・ネなト
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書ど多判学一どム接にのタる転回
きで数’のと官ぺ続E大1。用無
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学

覧韮貧4茅一隻塀党減∫纂

霞震糠舞曝露

　歪舅やe名甲美嚢憲警鋸

　らリ’よ’研はサそいの
　で力台チ上客ア話れるが
　あの湾や外コクのをん’
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学

のとずでテれ不つ員　て学部論軍
充いしあクる足の教北’内門をか
実うもる潤たに意育京軍のな教ら
とだ一。憾めよ義提大人監のえの
懸け六以下のるが三冠に視でる出
　　　　　　　　一武との’。向岸で・上の思予あ
戦は四の懸想簸るに装つ役欝欝者
　　一意争政力。よ部て割鐘．二争な

射国国毅纏麗麗四会
訓国す見応育積国’成翻るを国璽
と防るたし’　　　　　　’心学し就のと降三
す費大時た（4）（3）の生だ職かり　　　　　　　　　　　　　’懸
る隣国’専人党育の一先も仕大か
ハ減へ軍門格の成軍学とし国学ら
イにの腰技形指’事生しれるにな
テよぺ訓醸成導（2）訓軍：てな以躍り
クるナ練人’を国練事もい騒騒’
化予ルが材㈲受防に訓重。にさ軍
の備テ’育ハけ経は解同そ’れ事
二二イ二成イ入費五二だし大た理
　　　　　　　　　　o

学内に掲げられたスローガン：「軍事訓練は大学生が

兵役義務を履行する重要な形式である」
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団　担％一　呂工基　手す　　務
と訓がを般参を業地彼をれ軍　に
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一人学校’ば算し炮学な行一京上
○民生が学’外た兵習いさ年男の
○解は翠雲食収学旅の。れ間学要
人放　填が費入生団後
の軍回す一一を訓一　’
軍の団る人○得練で一
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動で活の四’るのれ三
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た大持装填四。・

w参服・す〇
三のし費る元
五黄た全。・を
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らた　だ費負
いめ　いの担
のにrた弔し
軍組．い訳た
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をさ　二’上
露れ　○学費
長た　元生の
と軍　 ’が内
し事　心耳訳
’訓　校三は
そ練　負○’

　　　　る受の請
　　　　0講一で
　　　　学し年も
　　　　生’生あ
　　　　に最はる
　　　　と後’こ
　　　　つに入と
地れ八　てテ学が
で翌月　 ’ス直わ
あ事二　訓ト後か
る訓一　 練をかる
　　　　の受ら・b。帝日
こをか　穿け週．
の行ら、績る・一
大つ九　は。回1’
学た月　卒その
が。七　製し「’：．．
宿馬日．’て軍・「：
舎平』ま　就、、事．、
’基で　　職軍1理「

食地斗　　に．二三』1…
堂は昌　影訓ド「・．で停
　　　　寧日と・’”叩
売中高　すにい
里国校　るもう
’化軍　た合旧
風学訓　め格目
　　　　、
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第1章歴史と現実に翻弄される北京大学

表2　軍事訓練の一日

5時30分一6時10分

6時10分一6時50分

6時50分一7時30分

7時30分一8時00分
8時00分一12時00分

12時00分一12時30分

12時30分一15時00分

15時00分一18時30分

18時30分一19時00分

19時00分一20時30分

20時30分一21時00分

21時10分一21時30分

，21時30分

起床

体操

掃除・整理
朝食：

訓練

昼食

昼寝

訓練

夕食

課外活動（例えば，講演，軍歌を歌う，映画鑑賞）

点呼

就寝準備

消灯

（出所）北京大学学生へのヒアリングから筆者作成。

進男に績
班子わに
＿学た　よ

聾笙譲
’細くけ

（4）隊三る
　　　　　　o

か名表　営悪感条訓　は班に
ら×彰彼で器兵令練一軍が就

　　　　　　　　　　　　　　　、戦第教　　　1
術三育第ル
動にで一は
作実　’に表
’弾隊政2
第射列治の
五撃動教と
にを二二お
行含や　’り
軍ん軍第で
やだ体二あ
野丁丁に　る
　　　　、　　　　　　　　　　　o

　　　　　人の
　　　　　　。下
　　　　　引　に
　　　　　率八
　　　　　教つ
　　　　　師の
　　　　　が連
　　　　　副隊
学一一連が
生つつ隊設
だのの長置
。班連　’さ
は隊指れ
一の導る
五下員　。
人に　’連
では副隊
’一 w長
班○導は
長の丁丁
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不舎が訴当　　をたけ細除の班優
満に増え然問　撮め方かで人か秀
ははえる女わ　る’にい入裏ら等
等扇ゑ享捨慧量笙至重漫筆裏銘

亥野鼠援露盤と重態摯簑漂塞飛禽

の環入を張グ大許たたれ煮た嘗二
　　　　　　　　　　　　　を・一く

夜鮎撫諜髪ま鰯鯨’τ

　　　　　、
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学

回き本のぞ大　申生の動
復も軍ヒの使ま請臨抗を
’のにト内館たを時議曲
事とよう容へ’行代行行
件繋る1はの同つ表難し
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領し京よ華議十〇
実’叢る人緊縮
解華虐ユ襲も日
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と生とヤ熱りイ
そ活同人件出ン
の区じ弾をさド
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海難わ　　のと
淀うれが八事で
区たわ’月情’
公めれ左四にご
安’の談一対の
分一意会堂旧事
局○思をのし件
に名を開煮たが
デの表き新もク
モ学明富聞のロ
　　す組にだ1

r・デ通1聖職避・塁劣・ギ

ぞ轍乳印度藍函鋳桝／礫吉

・魎野蛮癬・的麹d芒旛
齢細舎密禾（8身じ月頭て芙

働蟻9伽瓶彬考百無

男r歪結語

華人襲撃事件に対するインドネシアへの抗議館回生
書への署名を募る1998年8月14日の通告　へ運会

豊

フ

さ

れ
る
・さ

つ

に

な

つ

掩

韮

尽
大

・・w
で
の

動
き

嫉

43



ヨ

学

生　潰
は　さ
一　れ
こ　た
う　閲
し　発
た　的
学　行
生　動
の

行しこ
動’の
を北一
支京連
圏大の
す学行
るの動
。あに
しる対

は示許国交作人にへ　ど暴
実し可の通に民理のぞを行
現’一安難癖が解回し要関
し北と三二カーを答て二二
な京し大のを致示が’す者
か市た局保あ’し出織るへ
っ公。の騒げ洪たた月もの
た安こ維をて水も。十の司
。懸れ持闘い防の北五だ法
　のにか慮る止の麗日つ措
　決対らしな’こ市’た置
　翻し出’か灘北公国。’

を’発北　害京安生
受醜し京首難題局た
け生では都助各はち
入側’もの・部’の
れも申と社防門学デ
’理請よ会止は生モ
デ解をり秩の全た申
モを不全序三国ち請
　　　　、

被
害
者

へ
の

賠
償
な

インドネシアを非難する壁新聞に見入る
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
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抗府交あ　なけきそ付ら
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表3　「この1年間（1998年）の中央の主な活動に関する評価」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

非常に

諱@い

まあまあ

諱@い
一般

あまり

謔ｭない

①全体的な印象 13．8 51．0 29．0 4．4

②政府機構改革 7．9 46．9 33．7 10．0

③住宅制度改革 8．8 38．7 38．7 12．3

④農業・農村工作 5．0 22．9 49．3 19．9

⑤大中型国有企業の改革・発展 4．7 21．7 41．1 31．1

⑥アジア金融危機への対応 36．7 42．8 16．1 2．6

⑦金融体制改革の深化 12．9 46．0 32．0 5．6

⑧国有企業のレイオフ労働者の

基本生活保証と再就職工作 4．1 24．9 40．8 28．2

⑨密輸取締り 23．8 39．0 28．4 7．0

⑩食糧流通体制改革 1G．0 37．0 40．5 9．4

⑪反腐敗，清廉の提唱 3．5 18．8 34．3 41．9

⑫法治国家 5．6 26．4 42．2 23．5

⑬科学教育により国を興す戦略の実施 13．2 36．4 36．7 12．0

⑭犯罪取締り，治安維持 5．0 39．0 38．7 16．1

⑮対外政策，外交工作 31．7 45．2 17．6 4．4

⑯洪水防御，応急対策 63．6 27．3 6．2 1．5

⑰生産回復，家庭再建

（洪水後の復興作業） 36．7 46．9 13．2 1．2

⑱祖国平和統一 25．8 34．9 27．6 10．3

⑲精神文明建設の強化 7．6 27．0 41．9 22．3

（出所）『北大学生工作通信』（1999年第二・三期）。
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
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表4　「【党員に対し】中国共産党加入の主要な動機は？」

回　　答

①他人と社会のために多くの貢献をしたいから

②自分の社会的役割をさらに発揮し，早く成功したいから

③共産主義を信仰しているから

④共産党の現状を改革し，さらに指導的役割を発揮させるため

⑤就職と将来に有利だから

⑥生活を充実させ，一種の精神的よりどころを求めて

⑦入党することは光栄なことで，個人の価値を体現できるから

⑧両親の希望

％

28．1

26．7

24．9

7．41

5．5

3．2

1．4

1．4

（出所）表3に同じ。

表5　「【非党員に対し】中国共産党に入らない主要な理由は？」

回　　　　　答 ％

①個人の条件がまだ成熟していないから 23．5

②少数の党員に対するイメージが良くない，党の

@権威性が落ちているから
19．7

③どの党派にも入りたくないから 17．4

④党に対する認識と理解に欠けているから 12．1

⑤党の目的が個人の信仰に合っていないから 6．8

⑥個人の成功と直接関係がない，どうでもいい 6．8

⑦各方面からの束縛を受け，自由でないから 4．5

（出所）表3に同じ。
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
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表6　「学生の基本的思想政治観点」 （％）

評　価 同 意 不同意 判断が難しい

調査年 王998 1999 1998 1999 1998 1999

①社会主義は最終的に資本主義に勝利する

ことができる 43．8 65．4 ll．4 13．8 36．0 19．6

②マルクスレーニン主義毛沢東思想，都小

平理論は互いに受け入れる科学体系である 69．6 78．6 ll．6 ll．4 II．4 8．8

③多党制は中国の国情に不適合である 52．7 67．8 19．5 19．1 21．4 12．3

④社会主義は資本主義と同じ方向に向かっ

ている 36．2 44．3 31．5 36．4 23．1 18．5

⑤社会主義現代化建設の時期全体において，

中国共産党の指導を堅持しなければならない 74．4 79．2 7．9 10．3 13．3 8．8

⑥社会主義初級段階は実際に資本主義をや

り直すものである 31．8 38．1 48．1 49．3 12．6 10．9

⑦人民代表大会制度を健全化することは，

わが国の民主発揚の最も主要な方式である 69．0 76．2 13．6 16．4 12．3 5．6

⑧社会主義市場経済を発展させることは，

精神文明を犠牲にするという代価を払う 15．3 31．1 77．1 63．0 3．8 4．7

⑨私有化はわが国の社会発展の必然的な選択である 22．5 30．5 47．9 52．5 24．9 15．2

⑩中国共産党は自身の建設を立派に行う能

力をもっている 59．7 70．2 9．5 12．0 27．3 15．5

（出所）表3に同じ。
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
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表7　「自分自身に対する評価」
（％）

評　価 強 い 一 般 弱 い

調査年 1998 1999 1998 1999 1998 1999

①理想信念 55．3 55．5 30．5 25．8 13．6 17．3

②社会的責任 45．4 43．5 33．6 30．5 20．4 24．7

③奉仕の精神 17．6 18．8 45．0 44．3 37．0 35．5

④協力意識 21．8 25．5 45．8 39．3 31．8 33．7

⑤進取の意識 86．5 86．0 9．9 9．4 3．1 4．1

⑥競争意識 92．0 91．5 5．9 4．1 1．6 3．0

⑦新しいものを創り出す能力 一
55．8

一
27．6

一
15．3

⑧基礎文明の修練 34．0 34．3 42．5 37．5 22．7 26．7

⑨自立能力 42．8 41．9 4LO 37．0 15．6 19．6

⑩組織的規律性 16．9 20．8 38．5 34．9 42．4 42．8

⑪忍耐能力 一
25．2

一
38．1

一
34．9

（出所）表3に同じ。
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1999年5月の駐ユーゴスラビアの中国大使館爆撃事件で
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
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